
6 月１８日（木）指導者保志先生、菅先生。この授業は重点教育目標「めあてをもって

進んで学び、やりぬく子どもを育てる」を目指す「重点教材」になっています。

先生方は、課題（めあて）が子どもたちに理解されたのを確かめた上で、解決に向かっ

て一人一人の力が引出されるよう、子どもたちの表情やつぶやきに終始注意を払い授業を

進めました。周到な教材研究・準備のもとで実施されたテンポのよい授業に子どもたちも

よく応答し、満足感が漂う中で終了のチャイムが流れました。

授業は道教委の指導主事 2 名、大樹小学校の校長先生と教職員も参観し、授業後はさら

に質の高い指導を求めて反省会がもたれました。
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※ 応援団登録していただいた方には郵便又はメールでお届けしています。

めあてを意識した授業…広尾小５年生国語



延期されていた学校運営協議会が１８日（木）に開かれ、本年度の「学校運営の基本方

針」が承認されました。（重点教育目標など教育課程は広尾っ子応援団だより№20 に掲

載）

高橋校長先生は、「重点教育目標や教育課程を作成するに当たり、前回の学校運営協議

会で各委員から出された『子どもた

ちに育成したい資質・能力』を参考

にした。」と述べ、該当する箇所を

丁寧に説明されました。

その後の熟議では、事前に書面で

集約した意見を基に「地域・家庭の

方策」について議論を深めました。

広尾小「学校運営の基本方針」を承認

応援メッセージをいただきました

６月１日に、久し振りに小学生を見かけま

した。暑い日でしたが、みんなしっかりマス

クをして下校していました。暑い日は大人で

も息苦しくて嫌になりますが、皆さんのマス

クをしている姿を見て、大人もマスクをしっ

かりしなくちゃと思いました。

マスクをしなくてもよくなるときまで、一

緒にがんばろうね。 （町内５０代 男性）

応援メッセージをいただきました

５月２８日午後１時３０分ころ、

道銀の前を、杖をついたおじいちゃ

んの手をひいて、足下を気にしなが

ら歩く女の子を見かけました。

何だか幸せな気分になりました。

※ コロナがなくなるまで、みんな

でがんばろうね。

（町内６０代 男性）


